
 

 
 

  

 

 

 

 

 

   

                                                                                                                              

                                                                                                                   

 

 

 

 

 

11月 保健だより 
２０18年 11月号 

ひむろこだま保育園 

今月の目標 
・手洗い、うがいをしっかりしましょう。 

・外であそびましょう。 

 

インフルエンザとかぜは何が違うの？ 

かぜは、喉の痛み、鼻水、くしゃみ、咳

などの症状が中心で、全身症状はあまり見

られません。 

インフルエンザは、38℃以上の発熱、頭

痛、関節痛、筋肉痛など、全身の症状が突

然現れます。また、かぜと同様に、喉の痛

み、鼻水、咳などの症状も見られます。突

然の高熱が出たら病院で診てもらいまし

ょう。 

 

  ・進行が速い 

  ・38℃以上の高熱 

  ・寒気が強い 

  ・激しい頭痛や筋肉痛 

  ・咳がたくさん出る 

 インフルエンザやノロウイルスなど、冬に多い感染症が流行る季節となりました。予防接種を受

けたからと安心せずに手洗い、うがいを徹底し、規則正しい生活を送る事を心がけ、感染症を予防

しましょう。 

●入浴ポイント 

毎日の入浴で体を清潔に保つことは大切で
すが、洗浄力の強い石けんやボディソープで洗
うと、かえって肌を乾燥させます。洗浄力がゆ
るやかで刺激の弱い物を少量、よく泡立ててか
ら使いましょう。肌が乾燥気味の時は、タオル
を使わず、手で優しく洗う程度で十分です。か
ゆみが強い時は、ぬるめの湯温で入浴しましょ
う。 

スキンケア 

湿度が 50％以下になると、皮膚の乾

燥が始まると言われています。加湿器

の使用や洗濯物の部屋干しなどで、室

内の湿度調節を行い、衣類は通気性が

よい物を選びましょう。特に乳児は、

冬場だけでなく一年を通したスキンケ

アが欠かせません。医師や薬剤師に相

談して、子どもの肌質や年齢に合った

保湿剤を見つけておくのもよいでしょ

う。 

乾燥対策のポイント 


